
講演する中山会長

　

全

警

協

・

中

山

泰

男

会

長

は

「

警

備

業

の

未

来

へ

向

け

て

」

と

題

し

講

演

を

行

っ

た

。

要

旨

は

次

の

通

り

。

◇

　

警

備

業

は

こ

れ

ま

で

信

頼

を

積

み

重

ね

、

生

活

安

全

産

業

・

エ

ッ

セ

ン

シ

ャ

ル

ワ

ー

カ

ー

と

し

て

社

会

に

期

待

さ

れ

る

ま

で

に

な

り

ま

し

た

。

そ

の

担

い

手

で

あ

る

若

者

に

門

を

た

た

い

も

ら

う

た

め

に

は

業

界

の

魅

力

を

高

め

る

必

要

が

あ

り

ま

す

。

　

そ

の

た

め

に

は

ど

う

す

れ

ば

よ

い

で

し

ょ

う

。

魅

力

あ

る

人

と

し

て

メ

ジ

ャ

ー

リ

ー

ガ

ー

の

大

谷

翔

平

選

手

が

思

い

浮

か

び

ま

す

。

彼

の

二

刀

流

へ

の

挑

戦

は

順

風

ば

か

り

で

は

な

く

、

当

初

は

批

判

も

あ

り

ま

し

た

。

警

備

業

も

、

夢

へ

の

思

い

が

使

命

感

と

な

り

信

念

を

貫

く

こ

と

で

誇

り

が

生

ま

れ

、

一

人

ひ

と

り

の

「

内

な

る

誇

り

」

が

能

力

と

人

格

を

磨

く

原

動

力

と

な

る

こ

と

で

魅

力

が

高

ま

っ

て

い

く

の

で

は

な

い

で

し

ょ

う

か

。

　

魅

力

と

は

人

の

頭

の

中

に

あ

る

ポ

ジ

テ

ィ

ブ

な

イ

メ

ー

ジ

の

こ

と

で

す

。

次

世

代

の

警

備

を

担

う

若

者

や

警

備

を

必

要

と

す

る

発

注

者

の

イ

メ

ー

ジ

を

ポ

ジ

テ

ィ

ブ

に

変

え

る

こ

と

が

求

め

ら

れ

ま

す

。

警

備

業

の

魅

力

を

高

め

て

い

く

た

め

に

、

誇

り

と

使

命

感

を

も

っ

て

働

く

姿

を

広

く

社

会

に

示

し

て

い

く

こ

と

が

ポ

ジ

テ

ィ

ブ

な

イ

メ

ー

ジ

に

つ

な

が

る

の

で

す

。

　

こ

こ

に

２

つ

の

船

が

あ

り

ま

す

。

１

つ

は

希

望

の

旗

印

の

も

と

誇

り

と

共

に

理

想

を

目

指

す

船

Ａ

。

も

う

１

つ

は

欲

望

の

旗

印

の

も

と

保

身

と

共

に

利

益

を

目

指

す

船

Ｂ

。

あ

な

た

は

ど

ち

ら

の

船

に

乗

り

た

い

で

す

か

。

Ｂ

を

選

ぶ

人

の

中

に

「

利

益

が

な

け

れ

ば

理

想

も

な

い

」

と

い

う

声

が

あ

る

と

思

い

ま

す

。

こ

こ

で

い

う

理

想

と

は

「

理

念

と

利

益

の

両

立

」

で

す

。

　

理

念

と

利

益

は

両

方

大

事

で

す

が

、

役

割

は

違

い

ま

す

。

自

転

車

に

例

え

る

と

行

き

先

を

左

右

す

る

前

輪

が

「

理

念

」

、

推

進

力

に

つ

な

が

る

後

輪

が

「

利

益

」

で

す

。

ま

ず

理

念

が

あ

っ

て

利

益

が

後

に

続

く

こ

と

が

理

想

で

す

。

警

備

業

界

は

�

年

前

に

制

定

さ

れ

た

警

備

業

法

の

も

と

希

望

の

船

と

し

て

進

ん

で

い

こ

う

と

し

て

い

ま

す

。

互

い

に

支

え

合

い

欲

望

に

流

さ

れ

な

い

「

内

な

る

誇

り

」

を

堅

持

し

続

け

る

こ

と

で

強

い

組

織

・

魅

力

あ

る

業

界

に

な

れ

る

の

で

す

。

　

Ｓ

Ｄ

Ｇ

ｓ

は

�

の

目

標

の

み

が

注

目

さ

れ

が

ち

で

す

が

、

実

は

宣

言

文

に

重

要

な

記

載

が

あ

り

ま

す

。

「

持

続

可

能

な

開

発

は

、

平

和

と

安

全

な

く

し

て

は

実

現

で

き

な

い

。

同

時

に

平

和

と

安

全

は

、

持

続

可

能

な

開

発

な

く

し

て

は

危

機

に

瀕

す

る

だ

ろ

う

」

が

そ

れ

で

す

。

　

よ

り

良

い

世

界

へ

変

革

す

る

に

は

「

持

続

可

能

な

開

発

」

と

「

平

和

と

安

全

」

が

車

の

両

輪

で

、

ど

ち

ら

を

欠

い

て

も

先

に

は

進

み

ま

せ

ん

。

そ

の

た

め

に

は

警

備

を

担

う

皆

さ

ん

一

人

ひ

と

り

が

高

い

意

識

を

持

ち

、

一

挙

手

一

投

足

の

積

み

重

ね

に

よ

っ

て

「

つ

つ

が

な

い

日

々

を

作

り

出

し

支

え

て

い

く

」

と

い

う

気

概

が

重

要

な

の

で

す

。

松尾会長から�社に感謝状授与

備中神楽の演目「八岐大蛇」林王子（左）＆ゆかり

高校生４人が書道パフォーマンス

黒木専務理事

あいさつする松尾会長

　

岡

山

県

警

備

業

協

会

（

松

尾

浩

三

会

長

）

は

２

月

�

日

、

岡

山

市

内

の

ホ

テ

ル

で

「

創

立

�

周

年

記

念

式

典

・

祝

賀

会

」

を

開

催

し

た

。

加

盟

会

員

や

来

賓

な

ど

�

人

が

出

席

し

、

協

会

史

・

半

世

紀

の

節

目

を

祝

福

し

た

。

岡

山

県

警

察

本

部

警

察

本

部

長

や

全

国

警

備

業

協

会

会

長

な

ど

来

賓

に

よ

る

祝

辞

が

あ

り

、

協

会

の

発

展

に

貢

献

し

た

会

員

に

感

謝

状

が

贈

ら

れ

た

。

全

警

協

・

中

山

泰

男

会

長

に

よ

る

記

念

講

演

も

行

わ

れ

た

。

【

協

力

・

岡

山

県

警

備

業

協

会

】

　

岡

山

警

協

の

前

身

は

１

９

７

２

年

３

月

に

発

足

し

た

「

岡

山

県

警

備

業

連

絡

協

議

会

」

で

あ

り

、

発

足

以

来

、

今

年

度

で

�

周

年

を

迎

え

る

こ

と

と

な

り

ま

し

た

。

会

員

は

現

在

１

０

７

社

と

な

り

、

県

下

の

半

数

以

上

の

警

備

業

者

に

加

盟

い

た

だ

い

て

お

り

ま

す

。

　

私

は

２

０

１

８

年

５

月

に

会

長

に

就

任

し

、

５

年

目

と

な

り

ま

す

。

そ

の

間

「

会

員

フ

ァ

ー

ス

ト

」

を

モ

ッ

ト

ー

に

経

営

基

盤

の

強

化

、

取

引

正

常

化

の

推

進

な

ど

に

取

り

組

ん

で

ま

い

り

ま

し

た

。

警

備

業

の

さ

ら

な

る

発

展

に

向

け

、

今

後

も

こ

う

し

た

取

り

組

み

を

一

層

推

進

し

て

い

き

た

い

と

考

え

て

い

ま

す

。

今

後

も

ご

協

力

、

ご

支

援

の

程

、

よ

ろ

し

く

お

願

い

申

し

上

げ

ま

す

。

　

私

が

会

長

に

就

任

し

て

２

か

月

あ

ま

り

で

西

日

本

豪

雨

災

害

が

発

生

し

、

全

国

で

初

め

て

１

９

９

７

年

に

締

結

し

た

災

害

支

援

協

定

に

基

づ

き

、

警

備

員

の

有

償

出

動

を

実

現

い

た

し

ま

し

た

。

し

か

し

旧

協

定

に

は

多

く

の

課

題

と

問

題

点

が

あ

る

こ

と

か

ら

、

岡

山

県

・

岡

山

県

警

と

１

年

５

か

月

に

わ

た

っ

て

協

議

を

重

ね

、

見

直

し

を

行

い

、

昨

年

末

に

（

出

動

時

の

「

費

用

負

担

」

や

「

警

備

業

務

」

、

「

警

備

員

の

補

償

」

を

明

確

に

し

た

）

新

協

定

の

締

結

に

至

り

ま

し

た

。

　

災

害

は

い

つ

、

ど

こ

で

発

生

す

る

か

わ

か

り

ま

せ

ん

。

西

日

本

豪

雨

レ

ベ

ル

の

災

害

が

発

生

し

岡

山

県

か

ら

緊

急

出

動

要

請

が

あ

っ

た

場

合

、

皆

さ

ま

方

に

ご

協

力

を

お

願

い

す

る

こ

と

と

な

り

ま

す

の

で

、

よ

ろ

し

く

お

願

い

申

し

上

げ

ま

す

。

　

本

日

ご

出

席

の

皆

さ

ま

の

今

後

も

変

わ

ら

ぬ

ご

指

導

、

ご

支

援

を

お

願

い

申

し

上

げ

る

と

と

も

に

皆

さ

ま

方

の

ご

多

幸

、

ご

健

勝

を

祈

念

し

て

ご

あ

い

さ

つ

と

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

す

。

岡山県警察

本部

警察本部長 檜垣重臣

生活安全部長 荻野英俊

生活安全企画

課長

中西　豊

全国警備業

協会

会　長 中山泰男

専務理事 黒木慶英

前専務理事 福島克臣

常務理事 楯　悦男

総務部次長 小澤祥一朗

中国地区警備

業協会連合会

（島根県警備

業協会）

会　長 吉岡健二郎

専務理事 島津敏憲

鳥取県警備業

協会

会　長 藤田泰央

専務理事 田中英裕

山口県警備業

協会

会　長 豊島貴子

専務理事 中野民雄

岡山県警備業

協会

前会長 中居正志

１９７２（昭和４７）年 岡山県警備業連絡協議会が発足

１９７８（昭和５３）年 全国警備業協会連合会に加盟

１９７９（昭和５４）年 中国地区警備業協会連絡協議会に加盟

１９８０（昭和５５）年 岡山県警備業協会に改称（会員数３８社）

１９８２（昭和５７）年 社団法人 岡山県警備業協会に法人化

２０１２（平成２４）年 一般社団法人 岡山県警備業協会に移行

会　長 松尾浩三（近畿警備保障）

副会長 山田宣夫（日本ビル管理）

副会長 西馬眞一（セコム　岡山統轄支社）

副会長 山田洋介（綜合警備保障　岡山支社）

理　事 真殿善敬（赤磐相互警備）

理　事 木下聖士（寿警備保障）

理　事 高田吉行（アウルスタッフ）

理　事 平田　浩（津山警備保障）

理　事 近重吾郎（サピックス）

理　事 神坂伸一（山陽セフティ）

理　事 繼山清隆（ＣＢＳ）

理　事 福原一義（福原会計事務所）

理　事 岡田康浩（岡山県労働基準協会）

理　事 小倉　誠（岡山県暴力追放運動推進センター）

専務理事 平田政彦（岡山県警備業協会）

監　事 若林　薫（おかやまビジネス）

監　事 山崎俊昭（岡山ビルメンテナンス協会）

相談役 安達正純（東洋警備管理）

委員会 委員長

総務委員会 松尾浩三（近畿警備保障）

労務委員会 山田宣夫（日本ビル管理）

教育委員会 松尾浩三（近畿警備保障）

災害対策特別委員会 松尾浩三（近畿警備保障）

部　会 部会長

施設警備部会 山田宣夫（日本ビル管理）

交通誘導警備部会 松尾浩三（近畿警備保障）

機械・貴重品運搬警

備部会

西馬眞一（セコム　岡山統轄支社）

　

岡

山

県

警

備

業

協

会

は

２

０

１

７

年

、

県

警

察

と

「

犯

罪

の

起

き

に

く

い

社

会

づ

く

り

の

推

進

に

関

す

る

協

定

」

を

締

結

し

、

地

域

の

安

全

パ

ト

ロ

ー

ル

や

子

供

の

見

守

り

活

動

な

ど

に

取

り

組

ん

で

い

ま

す

。

皆

さ

ま

方

の

尽

力

に

よ

り

県

下

の

治

安

情

勢

は

、

犯

罪

治

安

件

数

が

最

多

と

な

っ

た

�

年

以

降

、

減

少

傾

向

に

あ

る

な

ど

改

善

さ

れ

て

お

り

、

改

め

て

敬

意

と

謝

意

を

表

し

ま

す

。

　

今

年

は

Ｇ

７

主

要

国

首

脳

会

議

と

関

係

閣

僚

会

合

が

広

島

・

岡

山

な

ど

で

開

催

さ

れ

、

大

規

模

な

警

備

を

行

い

ま

す

が

、

関

係

す

る

警

備

業

と

の

連

携

が

特

に

重

要

で

す

。

引

き

続

き

適

正

な

警

備

業

務

に

尽

力

い

た

だ

き

、

県

民

が

安

全

で

安

心

し

て

暮

ら

せ

る

社

会

の

実

現

に

ご

協

力

を

お

願

い

い

た

し

ま

す

。

　

岡

山

県

警

備

業

協

会

は

２

０

１

８

年

に

発

生

し

た

西

日

本

豪

雨

で

全

国

で

初

め

て

災

害

支

援

活

動

の

有

償

化

を

実

現

し

ま

し

た

。

そ

の

過

程

で

従

来

の

災

害

支

援

協

定

の

内

容

に

問

題

点

が

あ

る

こ

と

に

着

目

し

、

�

年

８

月

か

ら

協

定

内

容

の

見

直

し

作

業

に

着

手

。

�

年

�

月

に

岡

山

県

・

岡

山

県

警

と

「

災

害

時

に

お

け

る

地

域

安

全

の

確

保

に

関

わ

る

警

備

業

務

実

施

に

関

す

る

協

定

」

を

締

結

さ

れ

ま

し

た

。

　

こ

の

協

定

は

こ

れ

ま

で

の

災

害

支

援

協

定

の

不

備

を

補

い

、

実

効

性

の

高

い

内

容

に

改

正

し

た

全

国

の

地

域

防

災

活

動

の

「

範

」

と

な

る

も

の

で

す

。

取

り

ま

と

め

に

尽

力

さ

れ

た

松

尾

会

長

を

は

じ

め

岡

山

警

協

の

皆

さ

ま

に

大

変

感

謝

を

し

て

お

り

ま

す

。

　

貴

協

会

は

２

０

１

７

年

９

月

に

岡

山

県

警

察

本

部

と

の

間

で

「

犯

罪

が

起

き

に

く

い

社

会

づ

く

り

の

推

進

に

関

す

る

協

定

」

を

締

結

し

ま

し

た

。

犯

罪

を

抑

止

す

る

社

会

を

醸

成

す

る

活

動

に

も

積

極

的

に

関

わ

り

、

地

域

社

会

の

安

全

安

心

に

大

き

く

寄

与

さ

れ

て

き

ま

し

た

。

創

立

�

周

年

を

機

に

貴

協

会

と

全

警

協

が

一

層

緊

密

な

連

携

を

図

り

、

多

く

の

課

題

解

決

に

取

り

組

ん

で

ま

い

り

た

い

と

思

い

ま

す

。

【

備

前

エ

リ

ア

】

〈

岡

山

市

〉

暁

セ

フ

テ

ィ

㈱

朝

日

警

備

保

障

㈱

㈱

ア

サ

ヒ

セ

キ

ュ

リ

テ

ィ

岡

山

営

業

所

飛

鳥

綜

合

警

備

保

障

㈱

ア

ト

ラ

ク

テ

ィ

ブ

大

永

㈱

㈱

新

創

造

社

㈱

ア

ル

ゴ

セ

キ

ュ

リ

テ

ィ

ー

岡

山

営

業

所

Ａ

Ｌ

Ｓ

Ｏ

Ｋ

岡

山

㈱

㈱

ア

ー

ル

エ

コ

㈱

英

明

警

備

Ｎ

Ｘ

キ

ャ

ッ

シ

ュ

・

ロ

ジ

ス

テ

ィ

ク

ス

㈱

中

国

支

店

岡

山

セ

ン

タ

ー

㈱

Ｍ

Ｍ

セ

キ

ュ

リ

テ

ィ

㈱

エ

ム

ズ

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

お

か

や

ま

ビ

ジ

ネ

ス

㈱

オ

ク

ト

警

備

保

障

㈲

㈱

オ

リ

エ

ン

ト

セ

フ

テ

ィ

近

畿

警

備

保

障

㈱

㈱

グ

ロ

ー

バ

ル

セ

キ

ュ

リ

テ

ィ

㈱

研

美

社

㈱

Ｋ

Ｉ

Ｇ

（

一

財

）

厚

生

会

㈱

広

成

開

発

岡

山

営

業

所

国

際

セ

ー

フ

テ

ィ

ー

㈱

岡

山

支

店

壽

警

備

保

障

㈱

㈱

さ

く

ら

警

備

保

障

㈱

サ

ピ

ッ

ク

ス

㈲

三

天

三

洋

環

境

㈱

㈱

山

陽

セ

フ

テ

ィ

三

要

電

熱

工

業

㈱

㈱

Ｃ

Ｂ

Ｓ

㈱

ジ

ェ

イ

ア

ー

ル

西

日

本

総

合

ビ

ル

サ

ー

ビ

ス

岡

山

支

店

㈱

ジ

ャ

パ

ン

・

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

シ

ス

テ

ム

ズ

㈱

ス

リ

ー

エ

ス

岡

山

営

業

所

セ

コ

ム

㈱

岡

山

統

轄

支

社

セ

コ

ム

ス

タ

テ

ィ

ッ

ク

西

日

本

㈱

岡

山

支

店

瀬

戸

内

電

気

シ

ス

テ

ム

㈱

㈱

セ

ノ

ン

岡

山

支

社

セ

フ

ト

㈱

岡

山

支

社

セ

ン

ト

ラ

ル

警

備

保

障

㈱

岡

山

営

業

所

綜

合

警

備

保

障

㈱

岡

山

支

社

太

平

ビ

ル

サ

ー

ビ

ス

㈱

岡

山

支

店

第

一

相

互

警

備

保

障

㈱

㈲

中

国

セ

キ

ュ

リ

テ

ィ

サ

ー

ビ

ス

㈱

テ

ィ

ー

・

エ

ス

・

ア

イ

東

京

セ

フ

テ

ィ

㈱

岡

山

支

社

東

洋

警

備

管

理

㈱

㈱

ト

ラ

フ

ィ

ッ

ク

セ

キ

ュ

リ

テ

ィ

ー

長

田

広

告

㈱

岡

山

営

業

所

ナ

ッ

ク

警

備

保

障

㈱

西

日

本

高

速

道

路

メ

ン

テ

ナ

ン

ス

中

国

㈱

岡

山

保

全

事

務

所

西

日

本

ト

ラ

ス

ト

セ

フ

テ

ィ

㈱

㈱

ニ

タ

カ

警

備

㈱

日

建

日

東

カ

ス

ト

デ

ィ

ア

ル

・

サ

ー

ビ

ス

㈱

岡

山

支

店

日

本

管

財

㈱

岡

山

営

業

所

㈲

日

本

警

備

保

障

セ

ン

タ

ー

日

本

ビ

ル

管

理

㈱

富

士

警

備

㈱

富

士

警

備

保

障

㈱

㈱

フ

ジ

タ

ケ

㈱

不

二

ビ

ル

サ

ー

ビ

ス

岡

山

支

店

㈱

芙

蓉

セ

キ

ュ

リ

テ

ィ

ー

㈱

Ｖ

シ

ス

テ

ム

警

備

事

業

部

両

備

ホ

ー

ル

デ

ィ

ン

グ

ス

㈱

両

備

テ

ク

ノ

モ

ビ

リ

テ

ィ

ー

カ

ン

パ

ニ

ー

㈱

ワ

ー

ル

ド

セ

キ

ュ

リ

テ

ィ

〈

玉

野

市

〉

㈱

イ

デ

ア

カ

ン

パ

ニ

ー

㈱

Ｎ

Ｈ

フ

ァ

シ

リ

テ

ィ

ー

ズ

西

日

本

事

業

部

メ

デ

ィ

ア

㈱

〈

赤

磐

市

〉

㈲

赤

磐

相

互

警

備

〈

瀬

戸

内

市

〉

㈱

新

日

綜

合

警

備

　【

備

中

エ

リ

ア

】

〈

倉

敷

市

〉

㈱

ア

ウ

ル

ス

タ

ッ

フ

曙

警

備

保

障

㈱

い

ず

み

サ

ポ

ー

ト

㈱

岡

山

支

社

イ

チ

ロ

ー

警

備

㈲

Ｅ

Ｎ

Ｅ

Ｏ

Ｓ

水

島

テ

ク

ノ

㈱

㈱

Ｍ

・

Ｋ

セ

キ

ュ

リ

テ

ィ

ー

Ｍ

Ｇ

警

備

保

障

㈱

㈱

エ

ム

セ

ッ

ク

共

栄

警

備

保

障

㈱

倉

敷

警

備

保

障

㈱

㈱

倉

敷

セ

フ

テ

ィ

㈱

建

美

㈱

サ

ノ

テ

ッ

ク

倉

敷

事

業

所

㈱

サ

ン

ト

ッ

プ

Ｊ

Ｆ

Ｅ

西

日

本

ジ

ー

エ

ス

㈱

倉

　

敷

本

社

㈱

瀬

戸

内

ビ

ル

サ

ー

ビ

ス

㈱

瀬

戸

ゼ

ネ

ラ

ル

サ

ー

ビ

ス

㈱

セ

ン

ト

ラ

ル

警

備

保

障

大

和

警

備

保

障

㈱

中

谷

エ

ネ

テ

ッ

ク

㈱

水

島

本

社

㈱

ブ

ラ

イ

ト

㈲

ブ

ル

ー

ロ

ー

ド

警

備

倉

敷

営

業

所

㈱

ミ

ズ

ケ

イ

㈲

ミ

ツ

ワ

警

備

保

障

〈

笠

岡

市

〉

㈱

岡

山

セ

キ

ュ

リ

テ

ィ

ー

ビ

ジ

ネ

ス

〈

高

梁

市

〉

中

村

建

設

㈱

〈

新

見

市

〉

㈲

日

本

セ

フ

テ

ィ

　【

美

作

エ

リ

ア

】

〈

津

山

市

〉

㈱

ア

イ

エ

ス

警

備

保

障

作

陽

警

備

保

障

㈱

㈱

津

山

警

備

保

障

平

和

警

備

保

障

㈱

森

安

建

設

㈱

〈

真

庭

市

〉

㈱

中

国

ロ

ー

ド

サ

ー

ビ

ス

㈲

真

庭

警

備

保

障

㈱

ラ

イ

フ

警

備

〈

苫

田

郡

鏡

野

町

〉

人

形

峠

原

子

力

産

業

㈱

　

私

は

警

察

庁

警

備

局

公

安

第

一

課

長

か

ら

岡

山

県

警

察

本

部

長

に

赴

任

し

、

２

０

０

４

年

か

ら

約

２

年

半

務

め

ま

し

た

。

そ

の

間

「

晴

れ

の

国

お

か

や

ま

国

体

」

を

経

験

し

ま

し

た

。

か

み

さ

ん

ざ

ん

し

も

さ

ん

ざ

ん

　

「

上

三

山

・

下

三

山

」

と

い

う

言

葉

が

あ

り

ま

す

。

上

に

山

が

付

く

山

形

・

山

梨

・

山

口

と

は

逆

に

、

下

に

山

が

付

く

富

山

・

和

歌

山

・

岡

山

は

他

県

の

者

に

心

を

許

さ

な

い

と

い

う

意

味

の

言

葉

で

す

。

し

か

し

岡

山

で

実

際

に

生

活

し

て

み

ま

す

と

全

く

そ

う

で

は

な

く

、

多

く

の

方

々

に

良

く

し

て

い

た

だ

き

大

変

意

義

深

い

時

間

で

し

た

。

　

松

尾

会

長

は

私

が

全

警

協

の

専

務

理

事

を

し

て

い

た

当

時

も

今

も

、

県

内

の

み

な

ら

ず

警

備

業

界

全

体

の

た

め

に

尽

力

さ

れ

て

い

ま

す

。

松

尾

会

長

の

も

と

、

皆

様

が

ま

す

ま

す

繁

栄

さ

れ

る

こ

と

を

祈

念

し

て

お

り

ま

す

。

　

「

全

国

警

備

業

協

会

会

長

感

謝

状

」

は

、

�

年

の

長

き

に

わ

た

り

各

種

の

警

備

業

務

を

通

じ

て

警

備

業

の

健

全

な

発

展

な

ど

に

尽

力

し

た

功

績

で

、

全

警

協

・

中

山

会

長

か

ら

岡

山

警

協

・

松

尾

会

長

に

贈

呈

さ

れ

た

。

　

「

警

備

員

特

別

講

習

事

業

セ

ン

タ

ー

理

事

長

感

謝

状

」

は

特

別

講

習

の

重

要

性

を

認

識

し

警

備

員

に

対

す

る

専

門

的

知

識

・

能

力

の

向

上

に

尽

力

し

た

功

績

で

同

事

業

セ

ン

タ

ー

・

藤

本

哲

哉

理

事

長

の

代

理

と

し

て

全

警

協

・

黒

木

慶

英

専

務

理

事

か

ら

松

尾

会

長

に

贈

呈

さ

れ

た

。

　

「

岡

山

県

警

備

業

協

会

会

長

感

謝

状

」

は

、

指

導

教

育

責

任

者

講

習

や

特

別

講

習

な

ど

警

備

員

の

各

種

講

習

に

講

師

を

派

遣

し

警

備

業

発

展

と

警

備

業

教

育

に

関

す

る

事

業

に

尽

力

し

た

功

績

で

、

松

尾

会

長

か

ら

次

の

加

盟

会

社

�

社

に

贈

呈

さ

れ

た

。

　

Ｎ

Ｈ

フ

ァ

シ

リ

テ

ィ

ー

ズ

西

日

本

事

業

部

、

Ｎ

Ｘ

キ

ャ

ッ

シ

ュ

・

ロ

ジ

ス

テ

ィ

ク

中

国

支

店

岡

山

セ

ン

タ

ー

、

近

畿

警

備

保

障

、

サ

ピ

ッ

ク

ス

、

山

陽

セ

フ

テ

ィ

、

綜

合

警

備

保

障

　

岡

山

支

社

、

太

平

ビ

ル

サ

ー

ビ

ス

　

岡

山

支

店

、

大

和

警

備

保

障

、

ニ

タ

カ

警

備

、

芙

蓉

セ

キ

ュ

リ

テ

ィ

ー

、

暁

セ

フ

テ

ィ

　

岡

山

警

協

創

立

�

周

年

記

念

祝

賀

会

は

記

念

式

典

と

同

じ

会

場

で

行

わ

れ

た

。

全

警

協

・

黒

木

慶

英

専

務

理

事

が

乾

杯

の

発

声

を

行

っ

た

。

　

オ

ー

プ

ニ

ン

グ

セ

レ

モ

ニ

ー

と

し

て

岡

山

県

立

岡

山

南

高

等

学

校

書

道

部

３

年

生

の

有

志

４

人

が

、

書

道

パ

フ

ォ

ー

マ

ン

ス

を

行

っ

た

。

岡

山

警

協

創

立

�

周

年

を

祝

し

た

メ

ッ

セ

ー

ジ

が

巨

大

な

紙

に

書

き

上

げ

ら

れ

、

会

場

内

に

展

示

し

た

。

　

ア

ト

ラ

ク

シ

ョ

ン

で

、

国

の

重

要

無

形

民

族

文

化

財

で

備

中

地

方

（

岡

山

県

西

部

）

に

伝

わ

び

っ

ち

ゅ

う

か

ぐ

ら

る

郷

土

芸

能

「

備

中

神

楽

」

が

披

露

さ

れ

た

。

男

女

の

マ

ジ

シ

ャ

ン

「

林

王

子

＆

ゆ

か

り

」

が

ス

テ

ー

ジ

と

テ

ー

ブ

ル

で

行

う

マ

ジ

ッ

ク

シ

ョ

ー

を

演

じ

て

会

場

を

わ

か

せ

た

。

　

最

近

、

異

常

気

象

に

よ

る

集

中

豪

雨

や

線

状

降

水

帯

に

よ

る

災

害

が

全

国

で

発

生

し

て

い

ま

す

。

こ

こ

「

晴

れ

の

国

」

岡

山

県

は

こ

れ

ま

で

大

き

な

災

害

と

は

無

縁

の

地

で

し

た

。

南

海

ト

ラ

フ

大

地

震

も

懸

念

さ

れ

る

中

、

災

害

は

い

つ

ど

こ

で

起

き

て

も

不

思

議

で

は

な

く

、

し

っ

か

り

対

応

で

き

る

体

制

と

ア

フ

タ

ー

ケ

ア

の

シ

ス

テ

ム

を

持

つ

こ

と

が

大

切

と

思

い

ま

す

。

　

中

国

地

区

警

備

業

協

会

連

合

会

は

結

束

を

深

め

、

互

い

の

災

害

に

関

心

を

寄

せ

連

携

を

強

化

し

て

い

く

こ

と

が

必

要

で

す

。

中

国

地

区

は

全

国

に

先

駆

け

広

島

警

協

が

協

定

の

見

直

し

に

着

手

し

、

次

い

で

岡

山

警

協

が

県

・

県

警

と

協

定

を

締

結

し

ま

し

た

。

各

県

協

会

も

こ

れ

ら

の

例

に

な

ら

い

、

積

極

的

に

取

り

組

み

を

進

め

る

よ

う

を

お

願

い

申

し

上

げ

ま

す

。
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